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分娩豚房の床冷却と子豚用保温箱からの放射熱低減を図る改良は、授乳期母豚の暑

熱ストレスを軽減し生産性を向上させる 

［要約］ 床冷却と子豚用保温箱の放射熱低減を図る分娩豚房の改良が授乳期母豚の生

産性向上に及ぼす効果について調査した。豚房の改良は、母豚の体温上昇を抑制し、発

情回帰日数を短縮する効果が認められたことから、授乳期母豚の暑熱ストレスを軽減し

生産性向上に寄与することが示唆された。 
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［背景・ねらい］ 

 授乳期母豚への新たな暑熱対策を開発するため、床冷却と子豚用保温箱からの放射熱低

減を目的とした分娩豚房の改良が授乳期母豚の生産性に及ぼす効果について検討する。 

 

［成果の内容・特徴］ 

1 ランドレース種の授乳期母豚に対しては、①母豚の胸部が当たる金属製スノコ床の裏面

に銅管を密着させて 18℃の水を通水する床冷却、②子豚用保温箱の断熱資材による被覆

と開口部位置の変更による放射熱低減の分娩豚房改良を同時に実施した（図１）。 

2 母豚の体温が 40℃以上となった日数は改良区が対照区に比べて有意に減少し、体表温

度、呼吸回数、昼の残餌回数は改良区が低い値であった（表１）。 

3 母豚の発情回帰日数は改良区が対照区に比べて短い傾向であった（表１）。 

4 母豚の被毛中コルチゾール濃度は改良区が対照区に比べて低い値であったが有意差は

認められなかった。 

5 母豚の体温上昇を抑制し、発情回帰日数を短縮する効果が認められたことから、

分娩豚房の改良が母豚の暑熱ストレスを軽減し生産性向上に寄与することが示唆

された。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

1 調査は令和４年７月～９月に行い、母豚の授乳期間の平均 THI は 74 以上であった。 

2 温湿度指標(THI)は、THI=0.8×温度+(相対湿度×(TA-14.4))÷100+46.4 により求めた。 

 

 

 

 

 

  



 

 

［具体的データ］ 

 

図１ 分娩豚房の改良の概要 
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表１ 分娩豚房の改良が暑熱期の授乳期母豚に及ぼす影響

生理反応 体温40℃以上日数 （日） 7.7 ± 1.2 1.0 ± 1.0 0.002
体表温度 （℃） 36.1 ± 0.1 35.6 ± 0.5 0.115
呼吸回数 （回/分） 71.9 ± 5.8 54.3 ± 13.6 0.109

飼料摂取状況 昼残餌回数 （回） 8.0 ± 3.0 3.0 ± 3.0 0.111
生産性  発情回帰日数 （日） 5.7 ± 1.2 4.0 ± 0.0 0.059
コルチゾール 被毛中コルチゾール濃度 （pg/mg） 2.6 ± 1.5 1.4 ± 0.2 0.400
平均値±標準偏差．生理反応は毎日13時に測定．

評価項目 調査項目 対照区 改良区 P値
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